
 

 

間伐・運搬・収穫…数々のミッションをクリアして、山賊王を目指せ！ 

RPG型ランイベント「山賊ワイルドラン＆炎の宴 in 丹波篠山」ご案内 

 

 

■ミッションは間伐材伐採、丸太運搬、農作物収穫!? 山賊になりきって楽しんだもの勝ち。 

里山や畑が広がる兵庫県丹波篠山市を4人１組でハーフマラソン（約26㎞)を走りながら、山賊になりきってミッシ

ョンをクリアしていくランニングイベント「山賊ワイルドラン」と、その前日に行われる、山賊飯や薪割りが楽し

める「炎の宴」の2日間。2022年からスタートし、今年で3回目の開催となります。 

 

ランのミッションは、「山賊の森」の竹を伐採して里に出る道づくり、地元小学生の「宝の地図」によるポイン

ト探し、山の間伐材の伐採、畑で農作物収穫など10種。「スピード（ゴールまでのタイム）」「ウェイト（ゴ

ール時に担いでいた重量）」「コーディネート（ファッション等）」の総合得点で、優勝チームを決定します。 

＜丸太の運搬もしながら次の目的地に向かう参加者。ゴールにたどり着いた時の「担いでいた重量」も得点に＞ 

 

 

■⽇程： 2024年9⽉28日（土）山賊祭「炎の宴」 ／ 9⽉29日（日）「山賊ワイルドラン」 

■開催場所：やまもりサーキットキャンプ場／兵庫県篠山市遠方（おちかた）⽯ン堂41-1 

■交通アクセス： 

＜公共機関＞（前泊の場合）：往路JR篠山口14:55発「草山温泉」行／復路草山温泉15:40発「篠山口」行乗車 

＜自家用車＞やまもりサーキットキャンプ場駐車場利用（500円） 

■ラン表彰：【優勝】伝説の宝「鳳鳴」、丹波篠山ブランド農産物、米20kg 

＜参加賞＞自分で手に入れた丹波篠山ブランド農作物（落花生予定）、米1kg、強く優しく楽しく生きる山賊力 

     山賊の森会員証（※当日走った総距離に応じ冬に放置竹林を伐採、春にタケノコ掘り＆BBQ、夏にホタル 

      観賞など、通年の「山賊の森づくり」イベントにご案内／※参加自由、実費別） 

■ラン参加費：8,800円（ワイルドラン参加費•保険料込） 篠山市民割：7,700円 

＜宿泊希望の場合＞テントエリア利用料一人1,650円／隣接旅館「tanoshic resort西紀荘」素泊まり 6,600円等 

■定員：100名／個人参加可（先着申し込み順） 

■申込締切：2024年9⽉20日（金） 

※定員に達し次第締め切り 

 



【イベント内容詳細】 

9/28（土） 山賊祭「炎の宴」～炎を囲み、山賊飯と地酒を愉しむ里山の夜～ 

炎を囲みながら、「山賊」がテーマのキッチンカーのご飯を楽しんだり、薪割り等のワークショップ開催予定。

地元の人達との交流も楽しめます。そのままテント泊や、隣接旅館での宿泊も可能。天然温泉もあります。 

 
 

いろいろ出店するキッチンカーのテーマは「山賊飯」 

地元ならではのクラフトビールも楽しめます。 

 

 

■参加費  無料 

■タイムスケジュール 

14:00～山賊ワイルドラン前日受付開始。 

     テント設営や旅館チェックイン可能 

15:00～山賊祭「炎の宴」開始 

     丹波篠山の食‧地酒‧クラフトビール、山賊 

     アクティビティ、地元の人との交流などを 

     お楽しみください。 

‧山賊飯（山賊カレー&地酒orソフトドリンクつき）  

  前売り販売 1,100円 

‧神戸学院大学生によるワークショップ出店等 

 

薪割り体験で山賊気分もアップ。 

 

 炎を囲んで地元の方達とも交流。すっかり非日常に。 

 

 

■天然温泉＆サウナ「やまもりの湯」（～21時） 





「日本の原風景」秋の丹波篠山、美しい自然の中。    4人1組でラン。個人参加によるチームもいい感じ！ 

 

 

 

 

 

 

 

走りながら間伐材作業も。チームワークも大事。    旬の落花生を収穫。まさかこんな実のつき方とは！ 

ランナーが地元の小学生と意気投合する場面も。    地元のサイダーでチーム同士乾杯！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参加者の声】 

参加者の中には100kmマラソン常連のランナーをはじめ、家族連れやラン初心者などさまざま。前回参加の方に

楽しみ方を聞いてみました。 

 

 

■ランイベントなのに、地元やいろんな人たちとの交流も。 

井上穂香さん（関西学院大学 夢調査プロジェクト「arinan」代表） 

 

普段ランニングは全くしないのですが、イベントを知って「おもし

ろそう！私たちにもできそう」と、すぐに大学のメンバーで参加を

決めました。なかなか体験できないことだなって。現地まで応援に

来てくれた友達も何人かいました。 

 

「炎の宴」では山賊みたいな格好をした人たちがいて、一緒に「マ

イムマイム」を踊って盛り上がりました。ランではチェックポイン

トごとに地元の農家さんや小学生が迎えてくれて、「いいところで

すね」とかその都度話をしていたら規定タイムをオーバー（笑） 

 

でも丹波篠山の魅力を中から知れたし、私たちのチームが一番山賊ワイルドランを楽しんだと言い切れるくらい

楽しみ尽くしました！ 

 

 

 

 

■都会で抑圧されている⽇常から解放された。 

小木曽稔さん（会社経営／東京都在住） 

 

前年に開催した際のリポート記事をたまたま読んで、枝豆を背負っ

て走る人の写真が「鳥獣戯画絵巻」で追いかけっこするウサギや蛙

みたいに見えたんです。なんじゃこりゃ、やってみたい！と思いま

した。「ワイルド」っていう言葉にも魅かれて、東京から参加。で

も思ったより遠くなかったです。 

 

実際に参加してみると、異世界につながるゲートをくぐり抜けた感

覚で。都会で抑圧されている日常から解放されました。初対面の人

とチームを組みましたが、いい意味で「旅の恥はかき捨て」だし、

（写真はリタイア時／本人提供）      共同作業でアクティビティを乗り越えていくのも、ゲームの「〇〇 

                     クエスト」みたいでワクワクしました。 

 

定期的に味わいたくなります。実は半分ほどしか走れずにリタイアしてしまったので、今年は完走して”山賊”に

なりきりたいと思います。 

 

 



【地域貢献】 

走った総距離に応じて放置竹林を伐採。「山賊の森づくり」まで。 

 

ランイベントの参加者が当日走った総距離に応じて、放置

竹林を伐採し山道をつくる「山賊の森づくり」が2023年

よりスター ト。総距離858kmに対し、10kmに一本ずつの

計算で伐採予定は85本、実際伐採したのは125本でした。 

 

この他ワイルドランの参加者にはタケノコ掘り＆BBQ、ホ

タル観賞などのイベントも案内（※参加自由／実費別）。

一回きりのイベント参加ではなく、 1年通して丹波篠山に

足を運ぶきっかけにもなっています。 

 

 

 

【主催】山賊実行委員会共同企業体 

 

●丹波篠山キャンプ場 やまもりサーキット（代表：大谷晃平） 

地域事業者の三代目として、西紀北地域の里山保全と活性化に取り組む。篠山イノベーターズスクール講師、ま

た地域おこし協力隊の任期終了後のチャレンジショップや住居の提供も行い、地域の事業の創出につとめる。 

 

●株式会社ミドリカフェ（代表：ウチダケイスケ） 

丹波篠山と神戸の二拠点居住。ランドスケープデザイナーとして山の活用方法やグランドデザインをしつつ、山

の資源を使ったクラフトビールづくりワークショップを実施するなど、里山保全と地域の事業創出に取り組む。 

 

●神戸学院大学現代社会学科菊川ゼミ（菊川裕幸） 

竹害と竹利活用の専門家として、丹波篠山市での冊子発行、テレビ出演等活躍。地域デザインの実践として、

3•4年生のゼミで通年で大会の企画•運営を行う。現在、2年生で参加した学生が4年生となってチームを率いる。 

 

●NPO法人リベルタ学舎（代表：湯川カナ）※実行委員会事務局 

神戸を拠点に、産学官民連携の共創事業の企画•運営を行う。「野性と知性」をテーマに、参加者の生きる知恵

と力が高まる実践型の学習を伴う、そしてかかわるひとが愉快に続けられる事業設計に取り組む。 

 

 

【お問い合わせ】NPO法人リベルタ学舎  

  info@Lgaku.com   078-599-9381 

 

「山賊ワイルドラン」ウェブサイト（→）   https://lgaku.com/sanzoku/ 

 「ランネット」お申し込みサイト      https://moshicom.com/106590/  

 


